
◆ 

１
９
７
５
年　

み
や
ぎ
民
話
の
会
を
結
成　

　

代
表　

小
野
和
子（
当
時

：

日
本
児
童
文
学
者
協
会
会

員
・
日
本
民
話
の
会 
会
員
）

◆ 

１
９
７
７
年　

会
報
発
行（
後
に「
民
話
」
と
改
名

：

現

在
ま
で
に
30
号
を
数
え
る
）

◆ 

１
９
８
２
年　

日
本
児
童
文
学
者
協
会
編「
ふ
る
さ
と

の
民
話
」
シ
リ
ー
ズ
の
う
ち
の『
宮
城
県
の
民
話
』（
偕

成
社
・
１
９
８
２
年
刊
）
を
担
当

   （
現
地
編
集
責
任
者

：

小
野 

和
子
）

◆
１
９
８
５
年
４
月
〜
１
９
８
８
年
３
月
の
３
カ
年
、
宮

城
県
教
育
委
員
会
の
委
託
を
受
け
、
小
野
和
子
を
責
任

者
と
し
て
、
宮
城
県
内
の
民
話
伝
承
調
査
に
従
事
。
そ

の
結
果
を
、
宮
城
県
文
化
財
調
査
報
告
書
第
１
３
０
集

『
宮
城
県
の
民
話
』（
Ｂ
５
版
４
９
０
ペ
ー
ジ
）
と
し
て

ま
と
め
る （
１
９
８
８
年
３
月 

発
行 

）。

◆ 

１
９
８
５
年
か
ら
、
会
員
が
採
訪
し
て
き
た
記
録
を

「
み
や
ぎ
民
話
の
会
資
料
集
」
と
し
て
、
そ
の
都
度
記

録
す
る
。（
現
在
ま
で
Ｎ
ｏ
．５
１
６
冊
を
作
成
す
る
）

◆ 

１
９
８
８
年　

日
本
民
話
の
会
発
行『
民
話
の
手
帳
』

誌（
Ｎ
ｏ
．38
号 

１
９
８
８
年
刊
）『
特
集 

宮
城
県
の
民

話
』
の
編
集
を
担
当

   （
編
集
責
任
者　

小
野 

和
子
）

◆ 

１
９
９
１
年
〜　

採
訪
に
よ
っ
て
聞
き
取
っ
た
民
話

の
活
字
化
を
図
り
、
多
く
の
人
々
に
、
こ
の
先
祖
の
遺

産
を
手
渡
し
た
い
と
い
う
願
い
か
ら
、「
み
や
ぎ
民

話
の
会
叢
書
」
と
い
う
民
話
集
を
発
刊
。
現
在

ま
で
、
14
集
（
16
冊
）
を
数
え
る
。

◆ 

１
９
９
４
年　

日
本
民
話
の
会 

共
催
「
日
本
民
話

の
学
校
」（
於 

栗
駒
憩
い
の
家
）
を
開
催

◆ 

１
９
９
６
年　

み
や
ぎ
民
話
の
会
主
催
「
第
１
回
み
や

ぎ
民
話
の
学
校
」
を
開
催
。
以
来
、
隔
年
で
開
催
し
、

広
く
一
般
に
呼
び
か
け
、
伝
承
の
語
り
手
を
囲
ん
で
、

そ
の
語
り
や
暮
ら
し
の
話
な
ど
を
聴
く
場
を
設
定
し
た
。

◆ 

２
０
０
３
年
１
月
〜　

み
や
ぎ
民
話
の
会
の
代
表
を

山
田
裕
子
、
顧
問
を
小
野
和
子
と
す
る
。

◆ 

２
０
１
１
．３
．
１１
の
震
災
に
際
し
，
仮
設
住
宅
な

ど
で
民
話
を
語
り
、
被
災
者
の
心
に
な
ぐ
さ
め
を
も

た
ら
す
こ
と
を
願
っ
て
奉
仕
す
る
。

◆ 

２
０
１
１
年
８
月
２１
〜
２２
日　
「
第
７
回
み
や
ぎ
民

話
の
学
校
」
於
南
三
陸
町
ホ
テ
ル
観
洋
（
当
時
ま
だ

避
難
所
だ
っ
た
）
で
開
催
。
宮
城
県
内
で
被
災
さ
れ

た
民
話
の
語
り
手
６
名
を
招
い
て
、そ
の
体
験
を
語
っ

て
い
た
だ
く
。
全
国
か
ら
２
０
０
余
名
の
参
加
者
が

集
ま
る
。（「
み
や
ぎ
民
話
の
会
叢
書
」
13
集
参
照
）

◆ 

２
０
１
１
〜
２
０
１
２
年　

第
１
回
「
み
や
ぎ
民
話

の
学
校
」
か
ら
参
加
く
だ
さ
っ
て
い
る
３
名
の
伝
承

の
語
り
手
の
語
り
を
映
像
で
残
す
べ
く
、
映
画
監
督

濱
口
竜
介
、
酒
井
耕
の
両
氏
（
せ
ん
だ
い
メ
デ
ィ
ア

テ
ー
ク
の
「
３
が
つ
11
に
ち
を
わ
す
れ
な
い
た
め
に

セ
ン
タ
ー
」
に
所
属
）
に
よ
る
口
承
記
録
映
画
「
う

た
う
ひ
と
」
の
制
作
に
参
加
。
２
０
１
１
年
秋
か
ら

撮
影
を
始
め
、
２
０
１
２
年
１
２
月
20
日
に
、
せ
ん

だ
い
メ
デ
ィ
ア
テ
ー
ク 

シ
ア
タ
ー
で
初
の
試
写
会
を

開
催
す
る
。

◆ 

２
０
１
２
年
７
月
〜　

せ
ん
だ
い
メ
デ
ィ
ア
テ
ー
ク
と

の
協
働
で
「
民
話　

声
の
図
書
室
」
を
開
設
す
べ
く
、

こ
れ
ま
で
に
集
め
た
民
話
の
収
録
テ
ー
プ
（
約
１
０
０

０
本
）
の
整
理
や
、
宮
城
県
を
中
心
と
す
る
民
話
の
語

り
手
の
映
像
記
録
・
D
V
D
シ
リ
ー
ズ
の
発
行
を
行
う
。

◆ 

２
０
１
３
年
〜　

せ
ん
だ
い
メ
デ
ィ
ア
テ
ー
ク
と
の
協

同
で
「
民
話　

ゆ
う
わ
座
」
を
開
催
。
誰
も
が
知
っ
て

い
る
日
本
の
民
話
を
題
材
に
、「
み
や
ぎ
民
話
の
会
」
が

約
45
年
に
わ
た
っ
て
記
録
し
て
き
た
、
民
話
語
り
の
映

像
や
音
声
を
見
た
り
聞
い
た
す
る
対
話
の
場
と
し
て
、

毎
年
１
回
、せ
ん
だ
い
メ
デ
ィ
ア
テ
ー
ク
を
会
場
に
行
っ

て
き
た
。（
２
０
１
９
年
12
月
ま
で
に
計
７
回
開
催
）

◆ 

２
０
１
４
年
８
月
29
〜
31
日
「
第
８
回
み
や
ぎ
民
話
の

学
校
」（
於
丸
森
町
「
あ
ぶ
く
ま
荘
」）
開
催

◆ 

２
０
１
９
年
１
月
〜　

み
や
ぎ
民
話
の
会
代
表　

島
津

信
子
、
顧
問 

小
野
和
子 

と
す
る
。

◆ 

２
０
２
０
年 

現
在
、
メ
デ
ィ
ア
テ
ー
ク
と
の
協
働
で
、

「
民
話 

声
の
図
書
室
」
D
V
D
シ
リ
ー
ズ
を
計
30
タ
イ

ト
ル
、
C
D
シ
リ
ー
ズ
を
計
６
タ
イ
ト
ル
発
行
（
制
作
：

み
や
ぎ
民
話
の
会
「
民
話  

声
の
図
書
室
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
チ
ー
ム
・
せ
ん
だ
い
メ
デ
ィ
ア
テ
ー
ク
）。
ラ
ウ
ン
ジ

展
示
「
２
０
１
１
．３
．11　
大
津
波
に
襲
わ
れ
た
沿
岸

集
落
で
、
か
つ
て
聞
い
た
《
い
い
つ
た
え
、
む
か
し
ば

な
し
、
は
な
し
》」
を
計
８
回
開
催
。

み
や
ぎ
民
話
の
会
の
歩
み


